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満足した どちらとも言えない 不満 無回答
研修会全体 55人（93.2） 1 人（1.7） 0 3 人（5.1）
開催日時 48人（81.4）11人（18.6） 0 0










































（図 1 〜 8 ）の単純な比較では、研修前後でほぼ
同様の変化が認め、短縮版においても同様の効果
はあると判断できた。しかし、気になる点として、
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